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(2) 動的遠心模型実験との比較 

 鋼製帯状補強材による補強土壁を対象に動的遠心載荷実験を実施した．遠心装置の土槽内に表-1 に示す物性

で作成した地盤により 1/20 スケールの壁高 7.5m に相当する補強土壁を構築した． 

補強土壁 H=7.5m の耐震設計（震度法-極限釣合い法）による補強材を図-3 に示す模型の配置設計とした．補

強材長の設計法 1)は,それぞれ地震動時での”内的安定条件で設計引抜け安全率と最少長さの両方を満足する補

強材長”としている．実験土槽に地震波を含む正弦波 20 波(周波数 40Hz) の主要動平均加速度の絶対値が最大

1171(gal)にわたる 10 ステップの加振を行った．(写真-1) 各ステップの加振による変位計位置での累積水平変

位と応答加速度が図-5 に示される．図-6 に示す実験による累積せん断ひずみについてせん断応力比を図-7 に

中島提案式と比較して示した． 

３．解析結果の分析 

壁面頂部変形量について,ニューマーク法による滑動/転倒変形量に対して補強領域の変形をフレーム解析に

よるハラミ出し変形量を算定した残留変位量と,中島の提案法 3)を用いてせん断変形量を算定した残留変位量

について,それぞれ動的遠心実験の平均加速度と壁頂水平変位量の関係において比較して図-8 に示した. 

動的遠心実験結果との比較においては，中島の提案法が大規模地震動レベルで遠心実験結果の再現性を確認

し,中規模～大規模地震動のレベルにおいてはフレーム解析によるハラミ出しによる算定法が解析精度の高い

結果となった.これは,せん断変形関係(SR-θ)の算定法が実験条件の仕様において補強材の影響を考慮してい

るものの,フレーム解析は補強材と分割パネルの影響を直接的に評価していることによると考える. 

４．おわりに  

動的遠心実験結果の比較検証によりニューマーク法による補強土壁の変形解析の有効性を確認した.ニュー

マーク法と分割パネルや補強材の構造を考慮したフレーム解析との組み合せにより変形予測による性能設計

が可能であると考える.実務設計においては,簡便なせん断変形関係(SR-θ)式による算定法については, 特性の

異なる地震動が作用した場合の事例収集とその分析による最適化が望まれる. 
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図-5 補強領域の応答変位・加速度の相関図 図-7 補強領域のせん断特性の相関 

図-8 動的遠心実験と再現解析の比較 
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